
                              令和４年９月２８日 

 保護者 様 

浜松市立西小学校長 青島 治道   

                                     

全国学力･学習状況調査の分析と報告について 

                                                                     

 清秋の候、皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日頃

は学校の教育活動に多大な御理解・御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 さて、４月下旬に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果を受け、本校６年生の

学習状況の分析や対策の検討結果について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１ 学習状況について 【資料 1参照】 

今年度の西小の６年生は、国語・算数・理科の平均正答率が、ともに全国平均及び静

岡県平均、浜松市平均を上回りました。子供たちはよく頑張りました。それは、５年生

までの積み重ねはもちろん、家庭学習にも真剣に取り組んできた結果と言えます。保護

者の皆様の御協力に感謝いたします。 

 

 

２ 児童質問紙（意識調査）について 【資料２参照】 

児童質問紙では、生活の諸側面や学習意欲、学習に対する興味・関心などが調査され

ました。西小の児童は、基本的な生活習慣が身に付いており、規範意識を高く持ってま

じめに生活していることが分かりました。一方、意欲面で控え目な傾向が見られ、与え

られたことに対しては一生懸命取り組むけれど、自分から課題を見つ

け、追究することが苦手なようです。子供たちのよさを積極的に認め、

励ましながら、家庭・地域・学校と連携を図って教育活動を進めてい

きたいと思います。 

 

調査問題は、以下のＵＲＬから閲覧できます。 

令和４年度全国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料 

国立教育政策研究所 https://www.nier.go.jp/22chousa/22chousa.htm 
 

 

６年生については、お子さんを通して全国学力・学習状況調査の

個別の｢調査結果｣をお渡ししました。今後、家庭学習の進め方を考

える際にお役立てください。 

https://www.nier.go.jp/22chousa/22chousa.htm


【資料 1】                    （〇…成果 ▲…課題） 

国

語 

◎ 多くの問題で正答率が全国や静岡県、浜松市を上回っている。 

○「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の全領域で、全国に比べて良好

な結果が見られた。 

▲漢字や表現の技法、引用の仕方の知識に関する内容に課題が見られた。 

 文の意味を考え、適切な漢字を書く…「録画」「反省」「親しむ」 

▲記述式の問題への無回答率が全国や県に比べて高かった。 
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◎ ほとんどの問題で正答率が全国や静岡県、浜松市を上回っている。 

○「数と計算」「図形」「データの活用」の領域で安定した力が付いている。 

▲割合を日常の具体的な場面に活用することに課題が見られた。 

●解決の方法を見通し、確かめ、考えを再構成する力を育成する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

理

科 

◎ 多くの問題で正答率が全国や静岡県、浜松市を上回っている。 

○問題を解決するまでの道筋を構想したり、実験の過程や得られた結果を適切に記録

したりすることについて良好な結果が見られた。 

▲自然の事物・現象から得た情報や実験で得た結果について、他社の視点で分析・解

釈し、その内容を基に記述することに課題が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

＜対策について＞ 

 
・漢字や計算など基礎基本の定着を一層図るために、授業や家庭学習で練習するととも

に、日常生活の場面で適切に活用できるようにする。 

・各教科の学習において、言語活動を適切に位置づけ、読み取ったこと、分かったこと

などを自分の言葉で書く活動を意図的に設ける。 

・授業の様々な場面で ICT 機器を活用する。 

・国語科では、意見文などを書く際に、自分の考えを支える根拠として資料を適切に引

用することなどができるようにする。 

・算数科では、目的に応じて、必要なデータを収集し、観点を決めて分類整理し、デー

タの特徴や傾向に着目して考察できるようにする。 

・理科では、自然の事物・現象に働きかけて得た事実について話し合う中で、自分や他

者の気付きを基に差異点や共通点を捉え、問題を見いだす場面を設定するようにする。 



【資料２】              〇…全国を上回る ▲…全国を下回る 
            （「当てはまる」「やや当てはまる」と答えた割合 ％）  

設 問 西 小 全 国 

朝食を毎日食べていますか。 ○１００  ９４．４ 

自分には、よいところがあると思いますか。 ○７９．６  ７９．３ 

将来の夢や目標を持っていますか。 ○８７．１  ７９．８ 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 ▲６８．５ ７２．５ 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 ○１００  ９５．１ 

学校に行くのは楽しいと思いますか。 ○８８．９ ８５．４ 

友達と協力するのは楽しいと思いますか。 ○９８．１ ９４．０ 

読書は好きですか。 ▲５９．２ ７３．１ 

自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがありますか。 ▲５７．４ ６５．１ 

国語の勉強は好きですか。 ▲４４．５ ５９．２ 

国語の勉強は大切だと思いますか。 ▲９２．６ ９３．３ 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思いますか。 

〇９４．５ ９１．８ 

算数の勉強は好きですか。 ○６４．８ ６２．５ 

算数の勉強は大切だと思いますか。 ▲９２．６ ９４．２ 

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思いますか。 

▲７５．９ ９３．３ 

理科の勉強は好きですか。 ▲７２．２ ７９．７ 

理科の勉強は大切だと思いますか。 ▲７９．６ ８６．５ 

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つと思いますか。 

▲７４．０  ７７．２ 

☆「自分には、よいところがあると思う」児童の割合は、全国平均とほぼ同割合で、自己

肯定感が高まっていることが分かります。また、「夢や目標を持って生活している」児

童や「人の役に立つ人間になりたい」児童も多く、コロナ禍で制限が多い生活の中、前

向きな気持ちをもって日々成長していることを嬉しく思います。 

☆「学校に行くのは楽しい」「友達と協力するのは楽しい」児童の割合は、全国平均を上

回っています。充実した学校生活を送り、満足感を得ていることがうかがえます。 

★国語、算数、理科の勉強は大切で、将来社会に出たときに役に立つと考えている児童は

多くいるものの、「好き」と言える児童が少ないことは残念です。より一層、学習を自

分事として捉えられる「分かる・楽しい授業」の展開に努めていきます。また、すべて

の教育活動を通して、自分の学びの成長を実感できるよう振り返りの充実を図っていき

ます。   


